
※ 参考（内閣府リーフレットより抜粋） 

 

「不当な差別的取扱いの禁止」とは？ 

 この法律では、国・都道府県・市町村などの役所や、会社やお店などの事業者が、障害

のある人に対して、正当な理由なく、障害を理由として差別することを禁止しています。 

 これを「不当な差別的取扱いの禁止」といいます。 

 

「合理的配慮の提供」とは？ 

障害のある人は、社会的障壁（※）によって生活しづらい場合があります。 

 この法律では、国・都道府県・市町村などの役所や、会社やお店などの事業者に対して、

障害のある人から、社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの対応を必要としてい

るとの意思が伝えられたとき（※）に、負担が重すぎない範囲で対応することを求めてい

ます。 

 これを「合理的配慮の提供」といいます。 

 ※ 社会的障壁とは、障害のある方が日常生活や社会生活を送る上で、支障となる事柄

を指します。 

 ※ 言語（手話を含む。）、点字、拡大文字、筆談、実物を示すことや身振りなどのサイ

ンによる合図、触覚など様々な手段により意思が伝えられることをいいます。通訳や

障害のある人の家族、支援者、介助者、法定代理人など、障害のある人のコミュニケ

ーションを支援する人のサポートにより本人の意思が伝えられることも含まれます。 

 


